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６月４日～１０日は歯と口の健康週間です。 
歯科検診の結果はどうでしたか？ 

むし歯や歯周病が見つかった人もいるのでは 

ないでしょうか。健康な歯と口を保つためには、 

毎日の口腔ケアが大切です。この機会に改めて、自分の 

歯のみがき方を見直してみましょう。歯が健康でなければ、 

食事もおいしくいただけません。 

『何でも噛んでおいしく食べる』 
何年経っても、健康で丈夫な歯を保てるように、自分の歯を大切にしていきましょう。 

 

令和６年度 歯科検診結果 

 歯科検診の結果、所見のあった人には受診のお勧めを配付しました。むし歯はそのままにしていても治りません。

早く治療をするほうが時間と治療面でお勧めです。痛みが出てからでは、歯を失うリスクが高くなります。 

できるだけ早く歯科クリニックで受診しましょう。治療が終わったら、受診報告書を保健室まで提出してください。 

 

●むし歯のない人 

２７名（６７．５％） 

 

 

●むし歯のある人 

１２名（３０％） 

●処置完了者 

１名（２．５％） 

○歯肉の状態・良好 ３１人（７７．５％） 

○歯垢の状態・良好 ２９人（７２．５％） 

★全体の７割以上の人が良好な状態 

○歯肉の状態・要観察  ８人 （２０％） 

○歯肉の状態・要精検  １人 （２．５％） 

○歯垢の状態・若干の付着１１人（２７．５％） 

★歯肉の状態・・全体の約２割の人に所見あり 

★歯垢の状態・・全体の約３割の人に所見あり 
 

●要観察歯［CO］のある人 

２２名（５５％） 
→CO は、初期むし歯です。放って

おくとむし歯に進行しますが、ケア

することにより、健康な歯に戻る 

可能性のある状態です。毎日の 

歯みがきに丁寧に取り組んで 

ください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                           

 

    

 

 

 

 

 

 

周病は、歯垢にいる歯周病菌が原因で炎症を起こして、歯ぐきや歯を支える骨を破壊する

病気です。日本人の約８０％がかかっているとも言われる身近な病気です。 

 
 

 
 

 

 

歯ぐきは薄いピンク色で、 

引き締まっていて弾力がある 

歯垢がたまると炎症が起こり、

歯と歯ぐきの間に小さなすき間

ができる 

 

すき間から歯周病菌が入り込み、歯槽骨

（歯を支える骨）が溶け始める 

 

歯槽骨がさらに溶け、歯がぐらつく。 

最悪の場合は、歯が抜けてしまう 

 

●歯周病はこのように進行していきます 
 

 

 

 

 
みがき残しの多い場所とみがき方 

 

ジメジメとした湿度が高い日も熱中症リスクが高まります。 

湿度が高い日は汗が蒸発しにくく、体に熱がこもるため熱中症になりやすい。６月は暑い日が多くなる上に、

梅雨でジメジメする時期。スポーツや屋外活動をする時は、気温だけでなく湿度もチェックし、こまめな水分 

補給や適切な休憩など、基本の熱中症予防対策を徹底してください。 

●こんな日は熱中症に注意しよう       ●基本的な熱中症予防対策を徹底しよう 

     
① 湿度が高い日 

② 急に暑くなった日 

③ 風が弱く、日差しが強い日 

 

① 3食しっかり食べる    

② 睡眠をしっかりとる 

③ こまめな水分補給  

（   水分と塩分の補給）           

食事・睡眠が不十分で体力が低下して 

いるときは、熱中症リスクが高くなる。 

→のどが乾く前に水分をとる。 

のどが乾いたと感じた時には 

脱水状態         

  


